
 
 
 
 
 

     

◇
立
秋
と
は
名
ば
か
り
で
、
炎
熱
焼
く
が
ご
と
き
残

暑
厳
し
き
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
月
の

二
十
六
日
に
は
、
朝
明
け
に
雨
が
降
っ
た
よ
う
で
あ

り
ま
し
て
、
参
道
の
石
畳
が
、
冷
や
や
か
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

台
風
十
二
号
も
一
過
（
い
っ
か
）、

秋
の
気
配
を
感
じ
る
昨
今
で
も
あ
り
ま
す
。 

宮
司

プ
レ
ス
既
刊
（
き
か
ん
）
号
で
あ
る
六
十
四
号
に
も

掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
古
今
和
歌
集
の
秋
歌
（
し

ゅ
う
か
）
の
巻
頭
（
か
ん
と
う
）
に
、
藤
原
敏
行
が

詠
（
よ
）
ん
だ
和
歌
が
、 

「
秋
き
ぬ
と 

目
に
は
さ
や
か
に 

見
え
ね
ど
も 

風
の
音
に
ぞ 

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」 

で
す
。 

立
秋
に
詠
ま
れ
た
歌
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

そ
の
歌
の
よ
う
な
折
節
（
お
り
ふ
し
）
と
な

り
ま
し
た
。 

先
々
月
の
七
月
の
世
界
の
平
均
気
温

は
、
昨
年
よ
り
〇
。
六
度
上
昇
上
昇
し
た
そ
う
で
あ

り
ま
し
て
、
一
、
八
八
〇
年
に
観
測
が
始
ま
っ
て
以

来
、
史
上
最
高
の
平
均
気
温
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

東
北
北
海
道
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
十
号
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
台
風
の
進
路
の
観

測
が
始
ま
っ
て
、
初
の
東
北
地
方
上
陸
と
い
う
台
風

で
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
海
域
の
海
水
温
度
が
、
三 

     

十
度
を
超
え
た
そ
う
で
、
複
雑
怪
奇
な
進
路
と
な
り
、

尊
い
人
命
を
奪
い
大
き
な
爪
痕
（
つ
め
あ
と
）
を
残

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

確
実
に
地
球
温
暖
化

が
加
速
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

株
式
会
社
ジ
プ
り

会
長
の
宮
﨑
駿
（
み
や
ざ
き 

は
や
お
）
さ
ん
は
、

「
大
切
な
自
然
を
残
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
残
そ

う
と
す
る
自
然
を
神
社
に
す
る
し
か
な
い
」
と
仰
っ

て
い
ま
す
。 

神
社
の
杜
（
も
り
）
の
こ
と
を
「
神

奈
備
（
か
ん
な
び
）」
と
い
い
ま
す
。 

語
源
は
、

神
様
が
宿
る
円
錐
（
え
ん
ん
す
い
）
の
形
を
し
た
山

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
奈
良
県
の
三
輪
山
は
、
代

表
的
な
山
で
す
。 

八
月
十
一
日
は
、
山
の
日
と
制

定
さ
れ
た
祝
日
で
し
た
が
、
国
土
地
理
院
の
二
万
五

千
分
の
一
の
地
図
に
は
、「
○
○
山
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
山
が
、
全
国
で
一
万
五
千
余
り
あ
る
そ
う
で

し
て
、
市
町
村
に
平
均
し
て
、
九
な
い
し
十
の
山
が

存
在
す
る
数
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

平
成
の
大
合
併

で
、
市
町
村
が
、
広
範
囲
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
驚

く
べ
き
数
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
日
本
は
、「
海

の
国
」「
山
の
国
」
な
の
で
す
ね
。 

山
を
大
切
に

す
る
と
、
海
に
流
れ
出
す
川
の
水
も
沢
山
の
養
分
を

含
み
、
魚
も
増
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
自
然
を
大

切
に
す
る
、
何
気
な
い
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
、

温
暖
化
の
加
速
を
遅
ら
せ
る
一
つ
の
手
立
て
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

も
、
鎮
守
の
杜
（
も
り
）
を
奉
護
（
ほ
う
ご
）
す
る
、

護
り
奉
（
た
て
ま
つ
）
る
私
共
の
使
命
は
、
よ
り
い

っ
そ
う
大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。 

◇
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
宮
司
プ
レ
ス
百
十
七
号
の

発
行
で
す
。 

毎
年
八
月
に
つ
と
め
る
、
神
職
養
成

講
習
会
の
講
義
資
料
に
、
宮
司
プ
レ
ス
を
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
毎
月
発
行
し
て
い
れ
ば
、
何
号
に
な
り
、

一
体
何
ヶ
月
遅
れ
て
い
る
の
か
精
査
（
せ
い
さ
）
し

ま
し
た
。 

今
月
順
調
に
毎
月
発
行
し
て
い
れ
ば
、

百
二
十
四
号
、
し
た
が
っ
て
、
七
ヶ
月
遅
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

「
五
ヶ
月
遅
れ
で

す
」
と
何
度
も
紙
面
を
騒
が
せ
て
い
ま
し
た
が
、
実

は
、
二
ヶ
月
も
詐
称
（
さ
し
ょ
う
）
し
て
い
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

私
が
、
浅
は
か
で
し
た
。 

お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

地
道
に
、
有
言
実
行
（
ゆ
う

げ
ん
じ
っ
こ
う
）
で
、
発
行
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
「
提
灯
を
借
り
た
恩
は
知
れ
ど
も
天
道
（
て
ん
ど

う
）
の
恩
は
忘
れ
る
」
と
い
う
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
が

あ
り
ま
す
。 

闇
夜
（
や
み
よ
）
に
迷
っ
て
い
る
時

に
借
り
た
提
灯
の
あ
り
が
た
さ
は
、
い
つ
ま
で
も
忘

れ
な
い
が
、
同
じ
く
光
を
与
え
て
く
れ
る
太
陽
の
恵

み
は
、
あ
ま
り
に
大
き
い
の
で
、
か
え
っ
て
そ
の
恩

義
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
す
。 

物
に
恵
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ま
れ
、
な
に
も
不
自
由
す
る
こ
と
な
く
、
生
活
環
境

も
充
実
し
て
い
る
毎
日
は
、
そ
れ
が
、「
当
た
り
前
」

に
な
っ
て
し
ま
い
、「
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
感
謝

の
心
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。 

じ
つ
は
、「
当

た
り
前
」
の
反
対
語
は
、「
感
謝
す
る
心
」
で
す
。 

 

江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
本
居
宣
長
（
も
と
お

り 

の
り
な
が
）
の
和
歌
に
、 

「
天
地
の 

神
の
め
ぐ
み
し 
な
か
り
せ
ば 

 
 
 
 

一
と
日
一
と
夜
も 
あ
り
え
て
ま
し
や
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
あ
り
ま
す
。 

天

地
（
あ
め
つ
ち
）
の
神
の
恵
み
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
毎

日
の
生
活
も
何
事
無
く
送
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

す
。 

あ
り
が
た
い
と
い
う
感
謝
の
心
、
お
陰
様
で

と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
生
活
を
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
。 

そ
し
て
、
神
様
、
大
自
然
、

ご
先
祖
様
の
恵
み
、
大
恩
（
だ
い
お
ん
）
に
報
い
る

「
報
恩
（
ほ
う
お
ん
）」
の
生
活
で
あ
り
た
い
も
の

で
す
。 

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

七
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

 
 

＊
七
月
九
日 

 
 
 

※
六
連
島
島
内
の
七
つ
の
神
社
の
例
祭 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

 

＊
七
月
十
日 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

 
 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
西
山
町
櫓
（
や
ぐ
ら
）
解
体
祓 

 
 

＊
七
月
十
七
日 

 
 
 

※
昭
和
四
十
七
年
に
作
ら
れ
た
盆
供
養
の
櫓 

 
 

 
 
 
 
 

の
解
体
、
感
謝
の
お
祭
り 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

 
 

＊
七
月
二
十
四
日 

 
 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭
、
戸
別
祓 

 
 

＊
七
月
二
十
五
日 

 

▼
夏
越
祭
前
夜
祭 

 
 

＊
七
月
二
十
九
日 

 

▼
夏
越
祭
本
殿
祭
御
神
幸
祭 

 
 

＊
七
月
三
十
日 

 
 

 
 
 

 

▼
海
士
郷
恵
比
寿
神
社
夏
越
祭 

＊
七
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
奉
賛
会
茅
（
ち
）
の
輪
（
わ
）
奉
製
（
ほ
う
せ

い
）
作
業
、
行
事
委
員
会 

 

＊
七
月
一
日 

 
 

◇
夏
越
祭
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

＊
七
月
十
日 

 
 

◇
奉
賛
会
奉
仕
作
業
（
夏
越
祭
） 

 
 
 
 

＊
七
月
二
十
七
日 

 
 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

 
 
 
 

＊
七
月
二
十
八
日 

 
 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
亀
山
八
幡
宮
亀
笑
会
例
会 

 
 
 

＊
七
月
二
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会
、
山
口
県
神
社
庁

役
員
会 

＊
七
月
四
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
著
会
議
、
山
口

県
神
社
庁
教
学
研
究
部
委
員
会
、
山
口
県
八
幡

宮
会
総
会 

＊
七
月
五
日 

 
 

◇
住
吉
神
社
鳴
瀬
宮
司
浄
階
一
級
昇
進
祝
賀
会 

 
 
 

＊
七
月
十
二
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
開
講
式
、
山
口
県
神
社
庁
役

員
会 

＊
七
月
二
十
七
日 

 
 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
七
月
十
一
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◇
例
会 

 

＊
七
月
六
日
、
十
三
日
、
二
十
日 

 

◇
ク
ラ
ブ
協
議
会 

＊
七
月
二
十
日 

 
 

▼
そ
の
他 

 

◇
な
か
べ
少
年
学
院
後
援
会 

＊
七
月
二
十
日 


